
　  筑波大学における
ベンチャー創成活動 

つくばを世界のスタートアップ拠点へ

 ―令和元年―



Ａ．大学構内での収益を伴う事業（文科省事務通達 H28.3.31)
Ｂ．大学構内への大学発ベンチャーの登記

（株）FullDepth 2016 年 4 月 2017 年に 1.9 億円投資。水中ドローンを製品化。

（株）デバイスラボ 2017 年 4 月 800Mz までの雑音計測で優位性。大手半導体メーカーと実績。

（株）iLAC 2017 年 11 月 国内初の 1000 ドルゲノム拠点を構築。

（株）S'UIMIN 2017 年 11 月 文科省事業「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」の成果。
国際統合睡眠医科学機構 柳沢先生が CEO。

TNAX Biopharma（株）2018 年 3 月 筑波大学の知的財産権をもとに新規医薬品を商業化。

Ｃ．大学発ベンチャーのストックオプション取得
　　大学発ベンチャーから、知的財産の譲渡、施設、指導料をストックオプションで取得する規程を制定（2018 年 1 月）　　

D． a．ベンチャー企業上場益の基金運用
　　b．政府調達など資材調達の迅速化

筑
波
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
・
支
援
の
概
要

筑波大学の産学連携を統括する国際産学連携本部が筑波大学発ベンチャー育成、アントレプレナーシップ
教育を運営します。筑波大学では、積極的に外部のベンチャーの実践者を教員やメンターとして連携します。

体　制

副学長 ( 産学連携担当 )：国際産学連携本部長 大学執行役員（DAC センター担当）：アントレプレナーシップ教育担当

筑波大学発ベンチャー育成により、新産業の創出とベンチャーエコシステムの実現を目指します。

ベンチャーエコシステム

大学発ベンチャー 成　長

筑波大学
現金化

（１）共同研究
（２）寄附

（３）ストックオプション

新産業創出

■ベンチャーエコシステムを実現するための規制緩和に向けたこれまでの取り組み

■今後の取り組み

ベンチャー担当国際産学連携本部准教授（大学発ベンチャー社長）

ベンチャー担当国際産学連携本部准教授（アクセラレータ）

外部メンター９名（ベンチャーキャピタル、ベンチャー社長、民間企業など）
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本部審議役

アントレプレナーシップ教育担当教授

ファンド創生支援担当技術移転マネージャー

ベンチャー支援担当技術移転マネージャー

産学連携企画課企画担当

会社設立

資金運用

育
　
　
　
成

育成への投資
（４）人材教育

上　場

ピクシーダストテクノロジーズ（株）、TNAX Biopharma（株）

ストリームテクノロジ（株）、ソフトイーサ（株）

　ピクシーダストテクノロジーズ（株）、TNAX Biopharma（株）

■これまでの実績
(１)大学発ベンチャーとの大型の共同研究

(２)大学発ベンチャーからの寄附

(３)大学発ベンチャーのストックオプション保有

(４)大学発ベンチャー社長による後進の教育 フラー（株）渋谷社長、（株）フォトシンス　河瀬社長　他
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考え方 つくばの大規模なシードを発掘・育成し、マーケットと連携する環境を整える

基礎研究 シード スタート
アップ アーリー ミドル レイター応用研究 上場

筑波大学におけるベンチャー創出の支援は、資金・場所の支援とアントレプレナーシップ教育に分類されます。
資金・場所の支援では、４つの公募事業により、筑波大学教員・学生、筑波研究学園都市との連携テーマを支援
します。アントレプレナーシップ教育は、学群・大学院の単位制教育、文部科学省「次世代アントレプレナー育
成事業（EDGE-NEXT)」における実践教育ならびに国際化プログラムを推進します。

創出支援

共同研究実用化ブーストプロジェクト
（2017 年～）

つくば産学連携強化プロジェクト（2015 年～）

かけはし（2016 年～）
間接金融

GAP Fund,  POC Fund
（寄附金 / 基金）

ファンド創生支援担当技術移転マネージャー（2015 年～）

教員・学生個人

組
織
連
携
発
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事
業

学内連携

学園都市連携

TIA 連携

金融連携

市場調達

講義（単位制）

実　学

国際化プログラム

次世代起業家養成講座

TCC Basic（学群生）
TCC Advanced（学群生・大学院生）

EDGE-NEXT
基礎編・発展編

UCSD 研修・国立台湾大学研修

TCC：筑波クリエイティブ・キャンプ

筑波研究学園都市は研究者約 2万人を擁する大規模なテック系シードの宝庫です。筑波大学は教育研究の中心
拠点として、①資金・場所の支援、②起業家育成の支援、③起業の支援を通しオールつくばの活性化を進めます。

つくば地域のベンチャー創出への取り組み

EDGE-NEXT：文科省次世代アントレプレナー育成事業

④大学発ベンチャー本格化に向けた規制の改革

大規模なテック系シード

①資金・場所の支援

年間 200 シード
発掘体制

③起業の支援

VC・銀行・企業・自治体
コンソーシアム

ベンチャー
上場・売却等

エンジェルマーケット

VC マーケット
2099 億円（2016 年）

産学連携推進プロジェクト（2006 年～）

ストック
オプション

②起業家育成の支援

VC・起業家メンター
アントレプレナーシップ教育

起業シード
発掘大規模化 ファンド支援体制実践型起業テーマ

育成プログラム

・29 の国等の研究・教育機関
・約 150 の民間の研究機関・企業
・約 20,000 人の研究者

筑波研究学園都市

国際ユニコーン育成プログラム

次世代起業家養成のための経営・知財知識講座



■成果（2017 年度実績）
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４つの公募事業を実施し、毎年 200 件のつくば地区のテック系シードを発掘しています。

年間 200 件のシーズを発掘する資金・場所の支援

産学連携推進プロジェクト（2006 年～）

教員・学生個人の提案：部屋と資金を供与

つくば産学連携強化プロジェクト（2015 年～）

筑波研究学園都市連携：筑波大学と国研の合同プロジェクトに資金供与

共同研究実用化ブーストプロジェクト（2017 年～）
学内連携：連携する系の数× 100 万円を供与

2018 年度より
茨城県が資金投入

TIA 連携プログラム探索事業「かけはし」（2016 年～）：TIA 主催

文部科学省の EDGE-NEXT に参加し、成功するテック系ベンチャーに必須なスキルを実践講義しています。
2017 年度は 22チームが参加し、そのうちの 9チームがスタートアップをすることになりました。

文部科学省 EDGE-NEXT（次世代アントレプレナー育成事業）

■メンター陣

渡邊　拓
（株）ディープコア

Manager, Incubation&Investment
（株）むすびめ代表取締役

■実践教育プロセス

実
践
教
育
の
内
容

日
　
程 個別メンタリング 1 個別メンタリング 2 個別メンタリング４個別メンタリング３

集合研修 1 集合研修 2 集合研修 3 集合研修 4 最終発表会

ビジネスプラン
ブラッシュアップ

ビジネスプラン
ブラッシュアップ

顧客調査
ピボット

（プラン変更）

■参加者（2017 年度実績）

56 名・22 チーム

国立研究機関：13 名（AIST 5 名、NIMS 3 名、KEK 5 名）

企業：3 名（Ｈ社  1 名、R 社 1 名、L 社 1 名）
筑波大学：39 名（教職員 11 名、大学院生 13 名、学群生 15 名）
他大学：1 名

① 22 チーム中 9 チームがスタートアップ志向
　うち 2 チームがプログラム実施期間に創業

②（株）シェアトレ

③ PLIMES（株）2018 年 4 月創業

Global Student Entre
-preneurship Award

2017 日本代表

2017 キャンパスベン
チャーグランプリ全国

大会経済産業大臣賞
（ ( 株 ) シェアトレ https://www.sharetr-soccer.com/）

成功するテック系ベンチャーの必須スキルを実践講義

ファンド支援体制

VC・銀行・企業・自治体
コンソーシアム

年間 200 シード発掘体制

起業シード
発掘大規模化

実践型起業テーマ
育成プログラム

VC・起業家メンター
アントレプレナーシップ教育

尾﨑　典明
TX アントレプレナーパートナーズ
理事

國土　晋吾
TX アントレプレナーパートナーズ
代表理事

江本　知正
パインリーフコンサルティング
代表

岡島　康憲
岩淵技術商事 ( 株）
執行役員

市村　慶信
( 株 ) プロメテウス
代表取締役

近藤　玄大
Mission ARM Japan
理事

篠澤　裕介
( 株）リバネス投資育成研究センター
センター長

窪田　正史
HERE Japan （株）
マネージャー、インダストリーソリューションズ

メンター陣（現役、実践型、エース級）

在宅嚥下機能スクリーニングを実現する嚥下機能計測サービス

（ PLIMES( 株 ) https://www.plimes.com/）

正しい嚥下を音で計測［97.3%］
嚥下機能を定量評価

［特許 5952536 号］
［PCT/JP2017/29149］

2018 年 2 月 1 日
J-TECH STARTUP 2017 認定
2018 年 4 月　創業

30 件 / 年

30 件 / 年

70 件 / 年

70 件 / 年



筑波大学発べンチャーは、2015 年以降毎年 10 社程度が産まれ、2019年(9月現在)で累計 147社に達しています。

筑波大学発ベンチャーの累計スタートアップ数

近年、筑波大学発のベンチャーに多くの資金調達がされています。

筑波大学発ベンチャーの資金調達

筑波大学発ベンチャーの数は全国大学で３位の規模です。

大学発ベンチャー数ランキング

大学名
2016 年度 2017 年度 2018 年度

累計 順位 累計 順位 累計 順位
東京大学 227 1 268 1 271 1
京都大学 103 2 154 2 164 2
筑波大学 80 3 104 3 111 3
大阪大学 80 3 102 4 106 4
東北大学 76 5 86 6 104 5
九州大学 74 6 88 5 90 6
早稲田大学 63 8 79 8 82 7
慶應義塾大学 57 9 69 9 81 8
名古屋大学 49 10 81 7 76 9
東京工業大学 65 7 69 9 66 10

（ 経済産業省データ（2019 年 3月））
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④ ( 株 )BearTail ⇒資金調達総額 10億円
  （～ 2018 年 10 月）

代表取締役社長
黒﨑 賢一               

（筑波大学情報学群メディア創成学類中退）学生発

⑤フラー ( 株 ) ⇒資金調達総額 12.95億円
  （～ 2018 年 10 月）

代表取締役 CEO
渋谷 修太

（筑波大学理工学群
社会工学類卒） Enterprise Technology 部門

Forbes “30 UNDER 30” in Asia
2016 年

学生発

■公表された筑波大学発ベンチャーの資金調達

                    SMBC ベンチャーキャピタル 、筑波総研）

代表取締役社長
 伊藤 昌平

（筑波大学第三学群
  工学システム学類卒）

授業から産まれた
スタートアップ

学生発

③( 株 )Photosynth ⇒ 10億円
  （グロービス・キャピタル・パートナーズ、

　             YJ キャピタル 他）

代表取締役社長
 河瀬 航大

（筑波大学理工学群
   化学類卒） Consumer Technology 部門

Forbes “30 UNDER 30” in Asia
2017 年

就職後発

　              メントINC J、SBIインベストメント、SMBCベンチャーキャピタル他）

代表取締役社長
 落合 陽一
( 筑波大学図書館情報
 メディア系准教授）教員発
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筑波大学発ベンチャーの資金調達は急速に増大し、2019 年度
筑波大学発ベンチャーの資金調達の年次推移

2018

4,186

② ピクシーダストテクノロジーズ ( 株 )⇒ 44.91億円
（ インキュベイトファンド、凸版印刷、ハーティス、ワタナベエンターテイン

 （～ 2019 年 10 月）

で 50 億円に達しました。
さらに2019年は11月時点で41億円を調達しています。

    （～ 2019 年 10 月）
（Beyond Next Ventures、三井住友海上キャピタル
① (株)FullDepth ⇒ 5.3億円

  （～ 2018 年 5 月）



■ソフトウエア・ＩＴサービス事業（8 社）

■システム開発事業（22 社）

■ロボット・デバイス・ハードウェア事業（9 社）

■物質・素材系事業（4 社）

■環境・エネルギー事業（4 社）	

■教育関連サービス事業（5 社）

筑波大発ベンチャー企業一覧

バイオ・ヘルスケア・
医療

システム開発

その他
サービス

食品・
スポーツ関連ロボット・デバイス・

ハードウェア

ソフトウェア・IT サービス

物質・素材系

筑
波
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■創業者■事業分野別

（2019年 11月 現在）

教員
67 社在学生

26 社

卒業生
24社

創業者　学：在学生　卒：卒業生　教：教員　

環境・エネルギー

教育関連サービス



■出身／所属学域別

システム情報系

生命環境系
医学医療系

数理物質系

人間系

体育系

ビジネスサイエンス系

システム情報系 39 社

生命環境系 16社

医学医療系 16社

13社

9社ビジネスサイエンス系

体育系

数理物質系

人間系

図書館情報メディア系

芸術系

人文社会系

国際産学連携本部

7社

7社

5社

3社

－

2社

■食品・スポーツ関連事業（16 社）

■バイオ・ヘルスケア・医療事業（31 社）

■その他サービス事業（18 社）



筑波大学 国際産学連携本部

〒 305-8550
茨城県つくば市春日 1-2 
高細精医療イノベーション棟 1Ｆ（筑波大学筑波キャンパス春日エリア内）
TEL： 029-859-1629
E-MAIL：tlo@ilc.tsukuba.ac.jp
HP：https://www.sanrenhonbu.tsukuba.ac.jp/

アクセス（筑波大学筑波キャンパス春日エリア）

■つくばエクスプレスでお越しの場合
つくば駅（A1、A2出口）から徒歩 7分。

　　または、つくば駅（A3　出口）からバスかタクシーを
　　ご利用ください。

　《バスの場合》つくばセンターバス乗り場⑥大学方面
　　”筑波大学循環右回り ”か ” 筑波大学中央 ”行きのバスを
　　利用し「筑波大学春日エリア前」バス停で降車。

■お車でお越しの場合
常磐自動車道「桜・土浦インター」より 8.5Km

　　常磐自動車道「谷田部インター」より 約 13Km

お問い合わせ

〔2019.7〕
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